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3･鼻薬の共力剤に防する研究 (第11朝)乳剤 こ放けるビレーT･1)ンに対するエId,}'_
ルの共力効果 に裁て 故原弘道 (岐阜大学

光に著者(】)は除虫gg'石鹸きぬ 蚊収税執 粉剤及び貯

取持虫防除剤に於て cgonolが pyrethr.izl{ に対 し'

非力効果を示す叫を報告したが,TAにアカイ'Lあの駒

及び幼虫を朋ひた殺虫試験 に よっ て乳剤に放 て も-

(･CTTOnOlが pyiethrinsに対し兵力効果を表すのを認

め･叉共の共力効果と bipcrや buto妄ide(pip･
bt't.)の与れとの比較を行ひ,熟 こ乳剤の有効度及び

北-))効果等に及ぼす温姥の巌野に就でも研究を行ひ,̀

北).剤に対する生物試験に於て温度への考E鮎 ;極めて

)THRである都を認めたので此処に報告する｡

実 験

I･･実 験 材 野 .

(1) 供 拭 弟 剤

肌mll;(液訓矧 こ川ひた egonolconcentiate(ego-Lt

n(,Ieonc･)は光に=E･者等(:1がェ]湖 の分子茶潤によ

?て1'･1たものでアカィ,-カ机の吻合は egonol′含丑

11･77,0･!･の溜分, アタイ-九幼虫か場糾ま共の含故
28･3l,Q.'のもの,pip･hut･はJntercontiTICntalIndus-

trieslnc･ から贈られた UIS･!ndu-s上rialChc-
micals杜･1g工業品,除虫Ig31ェキスはアカイエカ加の

場分は,totalpyrcthrinsー12.07%, 劫虫の場合は

1)yrCthrin-I6.56%.pyrcthrin-II･5..22%, total

lIyrcth'rins.ll.78%の巾仮晶,白蛭机はjI･;都大学化学

研兜JTl紙ll.1研兜益で議溜措刺 した bp2O0-2209のも

の,キンT'-ルは化学用の bp137-1420のもの,叉

瓦棚引ヒTJbは出発乳化川の由板晶である｡これ等詔原料

流刑を･乳化9位退条件である約1求に戻す様な処方で

TableI/Thecompositionof

農学部 ●艮芸化学致董)28,1:2㌍･受理

混合 し各々透明な乳剤原液を得た｡約1表の基剤と'し

て白だ油を月Jひ pyrcthrins.に対する共力剤の況合

一 比が1:6の Al～EJ'乳剤はアカイエカ矧 こ適糊し,辛

S,I,｣ルを基祝とし混合比が 1:8の′A2～E2号由 は-

きちの幼虫に通FfJした｡

(早)-供 託 昆 虫

先験に使用 したアカイエカ C〟LCxLn'LIlensL,tJar.

L,aZLensCoqui･ の輪は高槻市内の排水揃から採光 し

た卑虫を京都大学化学研弛好武居研兜室で飼育し矧 ヒ

後12時間以内のもの,アカイエカ幼虫は肢串市郊外の

.著者宅のiJ水渦から採光 (産卵後12時間以内)した卵

塊を水道水を盛った水手糾 -で脚化せしめ薬用酵母を糾

-Tとし七飼育 したものでg削ヒ筏 6-12日の3齢虫である｡

1Ⅰ.臭 駿 方 法

殺虫討奴は長沢01の考案によるべ111)-Jm比によっ

て行ったo即ち所要紐皮に稀釈 した乳剤 20qccを盛っ

た沿路 ilemなさ 4･5cm のぺ トリーJmに7カイ干カ

･ の畑或は幼虫10匹宛を入れ,姉の頓知 土成山羽化の有

触 こよt),幼虫の場合は24時閑静 こ毛紙的鞘 で虫休

に刺戟を与-る恥 こより夫々粥の生死を判別した｡

実験は1謹≦執 こ就て対数m胴割こ1或は2系Pllの稀釈

液 5-7fEftlを作 L),1稀釈液に就てIO広のべト･)一m
計100匹の昆虫に就て行った｡叉地 理対.qEt区,tして

ユ00控の成虫に就て併せてaS･の羽化の和知或は24相 川

後の姓死を観察した｡f･'･7本実験(岬 和2咋 8月2日か

らtO'H迄 (i:.;都大学化学研究所)と昭和2T年8月1紬

からF･-419月2相 迄 (本学)に実施したものであるム

theoriginaldrrulsionstested.
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ⅠIl･ 臭頼持果及tf考蕪

JllltnT･仰実験として 1̂-Elの行乳剤を上記実験

L JJ胤 によI).7'カイエカの矧 二通目した｡件乳剤のfW.釈

､ 伯解 くV),黙LiL(X (ppm)-I/V)と柁虫率との関

係 (木突放に於ては触 瑚区I,ft純 ll放lOO玖 夕帥 数

0. 比和 伸 100年)･を苅読すると約2粥の速()であ

る｡I.'.7突放時の水温は 28土loであった｡/

学 界 lR怨

効哩が略等Ltく.Cl乳剤T.1(液中の pyrethrinsの分

イJ-凪は 111のそ)Lの:り打.rdであるから. Pyrethrins

に6倍･Ttの p王1･･I,llt･ を況用する"L.i･は共JJ効Eiによ

L)邦の-JJ一効姥が2.88(;Yに把現され7Jt'Jは なる｡これに

反 しegonolcone.を6倍Li況!TJLでも pyrethrins

の効力の咽掛 ま苛められない｡これ!土^･乳剤原馴 ･

に於けろ純 cgor101の含畠が pyrethrrnsの0.71倍

-.Table2･DosageX (pph)-rnortalityY(%)tablesfor 七 過ぎないので･比の様な小蒐況Mで

synerg王zedpyrethrum emulsions､yith'egonoland pip. _ は共力効果が現はれないのに侠ももの

but.topup;leOfthecommon housemosquito7)ythe
petridishmethodof,Nagasawa.

ー約3式の発見 X を対数.死虫率Yを probit月五

代に放き技へ nLTSSの薬包一死虫琴曲税一次変枚の操

作を施して共の甘掃方程式を求め,これと硯測伯との

問の適合性た関する ,か 拭験 を行 っ て見 る と共の

prohabilityの倍は Cl及び､EI乳剤は 0.03 より

大であるが他は絶てこれより小であった.然 し本実幹

は概数を知るあが目的である占め,三九から狩られた

阿府税から-lJ-効皮を算Luする布とした｡得られた希乳

剤のすJ一効壁を-X･示すれば節3末の通 L)である｡

Table3.AbsolutetoxicityofsynergJ'Zed
pyrethrum emulsions､vithegonolandpip･ ′
bllt. tO pupae Of the common hot】se
mosquito hy thepctr王d)'sh method of
N:lgaSaWa.ForrnulattorL

吉Lesdei-1Ln(D:itnh;III-,S･47I.7･017i7･3,06
.F:JO4.6J4SO.3

即ち T.D-50の点に於TGは pyrethrins-pIp.1州t.

況W Lm il.ほ pyrethrins梯川乳剤 CJ と共の有

と考-られる｡

以上の実験により乳芹llにて共力効弟

を期待するには pyrethrin岳 に赦し

可成の畳の-,egonol'conc･ を混用す-

る必零かある勅 胡 かとなクたので,

矧 こegOnムl含丑 28.31%の egOnOI

conc･を純 egonnlとしてpyretllrins

の8供血況rTnノ,叉 b̀ip.but.も同様

に pyrethrin5.の8併且混用した 4さ

～F.2乳剤T,Ii'液を調対しTカイエカ助

出た対すろ枚ill粥取を行った｡未完放

血 仙 斯界iEtこ由 J効灘:3･lこ乳剤の温

腔が勘 三大きい.qju'印を及す叫か親祭さ

れたので時JrJ!別に水温を 16.5士lo(昭
和27年･10月23日).20土lo(悶10月9日)

及び 30土10(F.】8月20円)に分けて夷敦

を行った｡(.I.716.50.の際JTJひた幼虫

は気温の托下を待つ.{いたため蛸化厄前のものであり,

2り○及び300のものはこれよ()抑若い矧 ヒ前3日(300)

及び4H(200)の同じ発訂腔のものである｡

'̂ 2-冗,各乳剤の和駅倍率(V'),茶毘 (X (,,,,仇)-1/V)

と各温管に於ける死虫率との開陳を未読すると儲 4=R

の通りである｡i.9無処理対照区として10区合計 100四

に就て併せて行ったが生存虫率は100% であった｡

第 4米の結果に就て更に括幣な比較な行ふため節統

X を共-CD対数 xに,卿 l邸 Y を prbhityにIJTき

牧へ nr一lHRの邦Lt一死血判IE舶卜 次変換は作を施 して

粥の同税方程式 y-5;+a(x二=)を求め,.叫にこれと

親測倍と'oFtqの適合性に関する が 試疫を行った結果

を戻すと第5式の通 りである(夕-aは回府税の位冠を

表す恒数,bは同橋脱の角系数)｡ 300に於けら実験

では乳剤壊変を対数的間隔に 1系列のみ托つをた_め.

C2以外の乳剤では 2匹控を結んで共あ回慌方程式を

求めたが (x!釈放の P,､の位を示 してない).荊述の

アカイエカ鮒を川ひ11280に於ける実験並に 300に

於ける他の-T･mj'的突放に於て得られた回同脱も共に本

実験のそれと相似のかたちを措くので可成伝祝し引.1る

ものと考へて 叩.Go.及び 200に於けも純果と脚 交す

る叫とした｡
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Table4.DosageX(ppm)-mortalityY(%)tat,lèforsynergizet,Ipyrethrumemulsions

withegonolandplp･but･t｡larvaofthecommonhousemosqllito･ltthedifrcrentl -

tenlPeratl汀e｡

TableS.Sllmm-aryofdataofcxperjmcntsforrelationofdosageland mortalityto

hrvaofthecommonhousemosql】itoinsynergizcdp_vrcthrtlmeJmllJsionalthe'diLrerent～
tcmperatt)re･

Tempe-lNl!mbeTI Regressioncqllation
ratHre of

oC linsectsl y-a+b(x-交) ＼

?-4･948L.7+5･84955(xrO･0叩 1)
y--5J12678+5.47334(,xエ0.03423)
yg4.84.･330+7.495]5(xI0.33b75)

y--4.32458+5.25575(x-i.79922)
･y-4.8iO26+5;40723(x-i.由142)
y-4.85751+9.18893(x-0.11896).

'y苧チ･96141+5･147711(x-i･70036)
γ-5.01802+4.71710(〟-i.80469)

y-4.94147+7.0リ3490(x-0.12146)

l
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,机ユ炎の約-n!から市況狂に放ける茄吐-柑 l率固同

株を求め.これに:).t･き令乳剤剤の布温虻に於ける祈効

皮を訓 uT-ると姉tj炎の如くなる｡

今 LD-50を以て示 され る■芥乳剤 の和効蛇か ら
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egonol葵がJpip･t,ut･の Ⅰ-yrcthrln.Sに対す7JJT.'･

:jJ効果を考酔 事･るに当ってr!帖 となるのはJC･の八･)JiJJ

欠ゐ我弱ゐ来示法であるが,JiL近 G,Ml'WLN-n̂ TIT.-n･

etai:(.'が dcgrecofsyncr申 -I:(JT;･力蛇と佼称)

という'R･現を川ひているが,比の炎茄法はFlkt冊の志妹

では(.D弥fろ余地があるけれども紙数を誠はすには比

脚 FJ･仏和であるあでこれ酬 Jひろ叫とした｡即ちjl:･')J

姥とは Ll)150に於で,pyrcthrins糊剤中に於ける

pyrcthrinsの氾蛇を･jf,;･JJ剤を添加した況剤Tトに放け

る pyrctllrins の拙蛇を以て除した梢で淡はされる

といい,.共力剤による p)･rethTins の効力の増故蛇

に相当するものである一一(此の場合共力剤自身の詔-JJの

差は考掛 こ入れてない)｡ 一一

･今比の;Ji宗法に従 ひ A'.友び Il写乳剤に枕 で

pyiethrinsに対する egonol及び pip.btlt.'の希

温蛇に於(+る非力蜂並に粥の比を算出すれば那7式O_

如くであら ,

Tablも･7･The dcgrce of syDe,rgism ･fo'r
pyrethrins･of egonol and pip･1)ut･in
emulsionsatthediLrerenttemperattlreand

itscomparison.･ ､

本実執 事於ては飼育挙筋の放った見出を災った時irJJ
に処理じたから敢密の忠妹で弧哩のみの.meGB'中と称し邦

い部分もあるけれども一応これを考此外とすれば'約

7末の結果からegonol及び pip･but･の iiyrethiin岳

に対する共力風 土温熱こ与り可成の荘瓢が認bT)ら九.

ニ収 に温圧の上界に伴ひ共力虻が脚加の幌向にあり.

又JEの相加執tcgonolよ()Fir).htlI.の))-が大で･

ある｡叉 cgonolの非力蛇に対すろ pip.htJt.のそ

ーれの比は温姥によ()弘だしい毘 T.T'.那,ない放せ O.D94-

0･794の位を示す｡f''･J節6芽…の柿か王の内実駁氾控lQ･50

'の場合に用ひた幼虫はか馴ヒ厄前にて菜剤に対する抵抗

-, 脚 粕 の温箆のそれより細 大であるため,pぎreth-
rihs-syr'ergist況剤に放て 16.50 あ場合は'200の

均分よt)LD-50が椛か大であ考が,一般に py.r,eth-,

rins及び pyreth'ins-synergist 況剤は知に温皮

のJ･.fhこ伴ひヨ(･の-I)'効皮を拭少する｡然 して̀negative

温蛇勃黙"とも冒ふべき比の減少の皮合はChan]bcr.I

laind 及び署名d',が既に糊 巧した様に pyrethrins

単軌が最も大で pyrcthrins,-pip.but.況剤が位も
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小であるふ

叉校di能率 (a--1/alは温度の上昇に伴ひ各乳剤特 ･

脚大するが/ヨ∈ゐ増加率は pyrethrins-pi'p.'but.

況剤が巌も大で,I pi,r_etr!rins 蛍剤これ に次ぎ,

pyrcthrins-egonol況剤が長も小である｡

比 との如く宍扱時の処理温姥が各共力剤のpyret-h一

､･rins に対する共力賂 薬液の有効度及び殺虫BtSt:率等 一
に蔓左だしく影称する碑が明かであるので,他の良案に

飼する生物試験で冨ほれている様に共力剤の比較試鮫

はJjiiの温哩で実施 し 叉亀甲試験を行ふに際 しても

Alf外の気温を考赦 して実験温壁をL定める等生物試験に

よるJl..･力#IJの研矧 言放ても温度への配蜘秘 めて覇琴 ′

と巧へられる.

･ 総 1括

キS,p･-ルを韮剤とLpytcth;insを0.5,06台和す r

る別封脱液に4%の e-sonol(egonolcbnc.として _

佐川)硯 まpip･),ut･を夫 喝々合し非の非力効果を

希和温蛇に於けるアカイエカの幼虫の殺虫革験により

研兜 したところ･eq.onol及び pip･but･は共に乳剤

.の状矧 こ於で -pyrethrins に対し典-JJ効果を示すの

を践坑 した｡1】HSSの prohit法による薬包-死虫率

曲弧からLD-50も求め,弼剤の各濫取 こ於ける共力J
効力王の幼弱を GoonwrNIBJlnF.Yetil.により用ひ一

られた degreeofsyncrgism (共力皮と仮称)の単 ･.

位 (Pyrethrins_躍剤中に於 け る pyrcthrinsの

班蛇 + pyrcthrins･･synergist 況 剤 小 こ於 け る

pyr6thrinsのめ蜜)で読せば次の如くになる｡ ､

II:gonol-.･･16･50･'1･Li6,200:1･85,300:1･76

Pip･1)jp･････.16･匂い･1.81r 1200;2.33,300:2.97

_.又 egonolの共力度と pip.but.のそれの比は

10･50:O.696,20〇･･0.791,300:0.Ⅶ4であtを｡

｣払こ温曙の上昇に伴ひ pyrethrinsに対する両親 ,

の非力風 土増加するけれども粥の増強壁は .egonol

よ,)pJp.b∵t.のカが大であるi

. pyrcthrins母剤及び pyreihrin5-syムergist況剤

;柑こ弧蛇の上昇に伴ひヨS･の有効度を就ずるが,此の祈 ;I■

-W .̀'ncgativc温喋効束"は既に Chamhcrla享n及

び著省力触 摘 した様に ･pyrethrinsBi剤が最も大で

･あり pyrct.hrins-pip･btlt.況剤が最も小である｡

又殺虫能率 (a-1/q)は温皮の_t_昇に伴ひ各乳醐 関

大するが,共の増或鳳 ま t,yreiもrins-pip.hut.況 l

別が最も大で,-pyrethrins単剤これに次ぎ,p_vreth-

rinp-cgono.1呪祝が最も小であるo

かくの如く実数時の処理温皮が pyrcthrir)S に対

する兆力皮.紫波q)布効皮及び殺如能率執 こ甚だしく

滋野ナ冬から,生物試験による共力剤の研兜には_温哩

･へのTW故が践めて罰零な叫と考-られる｡

水研兜の一部は著者が内地研究員と.して3;I;都大学良

ユ4

界 18 巻

琴掛 こ留学中,同大学化学研究例で行ったもので.終

始御憩結な抑旨導並に恥芋班蛇を貼った武G;･三吉教授及

び大野稔肋致控,生物識蜘こ多大の'm援助を戴いた長

沢純大将 こ夫 厚々く感謝するO
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Rdsumdl

ForthepurposeofresearchingthesyncrgJ.S-

ticactionofegonolwithpyrethrinsin-cmu一･･

lsion,theauthor~1preparedoriginalemulsions

cotainingpyrethrins0.5% ar°egonpl(LLedas

egonolconc･)orTPJ'p･7'ut･respectively4･0%･
llSingxylolasbaseandthenascertainedtheir

efrectil,C.nessfrom the､experimentsonlathal

eLrertOfthecommonhousemosqtlito'S.hrva

(CuZext･言がens･L.var.♪alZcTISCoqui.)/atlhc

difrcrcnttemperattlre卜PrOVingbothoLtheこn

having.thesynergistiとactionwithpyreth.rJns.

From LD-50 calculated froh the do由gc-.

mortality.curvehyprobitmethoddeyelopedhy

BT.ISS,tTT.eauthorcouldcomparedthesyr.cJ･glstZc

actionofbothcomponentswithp_vrethrins;tt

theditle,ent･tとmperチtureby}hetermso-called

'degreeofsinergirPm"(con,centrationoLpyr-
cthrins'in pyrethrins o.lly formulation÷

concentratio'nofpyrethrin sinplussyncrgJ'st

ftormlllation)usedbyGooDIVIN-1lAr.._f;Yetal..(.,

Resultsobtainedasf｡llolVS;-

1)-Degreeofsynergjs-mllorpyrethrins･
.16.50 -20.00 30.Oo

F.gonol′ 1.26J 1.85 ｣.FIG

Pip.hut. 1.81 ,12.33 2･97

･2) I:egreeofsynergism ofego.nol/Degree1-

of-synergi占血 ofpip･but･ - + ''

0.696 0.794_ 0.5a1､.

111accordancewithtllerisingintemperature.
generallyspeaking,thedegreeofsypergism of

bothemulsions.inぐreaとeslbqt′plp･hut･has′
heeれfoundtobegreaterthanegonolin the

degree'ofincreaslng･
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飴 虫 科

LlolhpxEettlrjnsonlyemulsionandsynergized

pyTCthrumcmuls王ondccrcasetheircLTccli､･cncss･

lVith tllCrlSlng Oftempcratu'rc;pyrcthrinS

onlyemulsionshoIYIT)gtllemaximum.pyTCth-,

rin岳plusplp･but･emulsionthe'mjnimumin

thenegativetemperaturecfrcct･TheeLrccicncy

oLlathalaction,WiththerJscoftemperature,
showsitsincreaseinallemulsions-.proving

pyrethrinspluspip.hut･emulsiontheせreatest,

学 姉 18怨

pyrethrir)sI)lusegonlolcmulsibrltheleastin

tllCdcgrcc6fincrcaslng.

Thus.thetemperatureofJCXPetimentir)fluen-

elngCOnSPICuOtlSlyonthedegreeofsynergism

㌔rotpyTCthrins'theefrectiverTessofemulsion,
andthecfrcc王cncyof1.lthalactionetc.,the

profound attention must I)C paid on the

temperatureinstudieson.5)･ncrglsthybiolog一

･icalassay.

sttldiesonSynergistfo主h岳ecticidesXm Onthesynergistic.ActionofEgonol

wi thRotenoneinEmtlls)'on.liiromichiAM T̂StJnAR̂ (Dept.ofAgr.Chg-m.,Facultyof
Agr., Gifu Unit,erSity)'Receil･ed Tan.29.1953.BoEyu-KagahzL18.15,1933･(With

Englishrdsumd.17)

4･ 農事の共力剤に関する研究 (第1喝‡)乳剤に於ゆるt'テノγに対するエゴ}-JL･L′
-の兵力効果蛭就て 一枚W･:弘泣 く岐阜大学 ●氏学部 茂芸化tl,=故由 28.,1.29.受理

3,4-methylenedioxyphcriyl去忘を祁する化合物が

pyrcthrinsに対すると同様に rotenor)eに対 しても

亦推力効TJを有する叫は知られ七はいるが.pyreh-

Tir･S に対する程宍切出が大でないたd)これ等に関す

る研兜は少い｡著者は rotenoneに対するe女onolの

非力効果を研究するためキンt7-ルを2.!剤とL pyr-

cthrin与を1%合有する乳剤拓く液に egonolを8fH

丑況qlL ･これ等による7カイJ･:カ幼虫に対する殺虫

糾政を行ひ,igonolが pyrethrinsに対すると同様

に rotenoneに対 しても共力効果を有するのを認め,

又-1宅の効果と piperonylhutoxide(pip.but.)の

それとの比較も行ったので此勉に托告する｡

実 験 ･

I.実 験 材 料

(1)'供 託 薬 剤

乳剤原液調製に何いた egonolconc占ntrate(ego-

nolcoric.)は先に著者等(I)那,エゴ油の分子蒸瀞 こ

よt)得J=egonol含丑 28.31%の溜&,rotenoneは

mp1630の結晶 . pip.but.,統領化油及びキS,T7-

ルは前職rZJに用ひたものと同じものである｡

rotenoneに対す る共力剤の況合比は飢細 く!)の

pyrethrins'に於けると同様に 1:8とし 上妃詔原

料恭剤を乳化の最適条件である妨1a;･に示す様な処方

で況合 し各々透明な乳剤原液を得た｡

(2) 供 託 良 虫

突放に任用した7カイェカ CzLZexがp;ensL-.vcr.

FCIlcnsCoqui･の幼山は前報(2'と同様に肢早市郊外

の著者宅の下水河から抹黙 した卵塊を水道水を盛った

水剛 .で死別ヒせ しめ溝川再犯 を印として飼育 した為の

です馴ヒ後9日臼の3如虫である｡

Table).TheCompositionoE･theorigiT)al

cml】lsioIISteSIc(7.

ⅠⅠ..実 験~方 法

前棚と同様にfrr平淡度に稀釈.Lた乳剤 2'00ccを盛

った概径9cm玖望さ 4･5cm やペ トリーmにアカイエ

カの幼虫を10匹宛入れ,24時間経た於ける生妃を毛細

純子管で虫株に刺戟を与ぺる都によって判別 した｡･

宍験は1菜剤に就て対数間隔に1或は2系列の稀釈

純5或は6和を作り,1稀釈髄に放て10頂のぺトリー

mTHOOLTCのHt址に放て行った｡又触 理対.q区とし

て100LJCの見出に放て24時nLn後の生死を併せて戟察 し

た0倍本実験は昭耶 7年･8月29日から9β2細 道の問
に実施したもので,実験時の水温は 25土loであった｡

ⅠⅠⅠ.実験療黒及び考案 ･I

上記ゐ買取方法によって得られた A-E の各乳剤

の柘釈倍率(V),薬丑 .(X(ppn.),-1/V)･と死虫率との

関係(木実験に於では無処理対漁区の生存虫率100%)

を炎売すると的2窮の通りである｡

節2炎の射裸 に就て史に招軒の比較を行ふため茶毘

X,を･]t･の対数 .Yに,死虫率 Y.を probityに迩換

LBT･lSSの弟Lh死虫率出帆一次変換振作を施 して･粥･
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